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本
会
議
の
あ
ら
ま
し

　

平
成
29
年
館
林
市
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら

20
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
諮
問
１

件
、
報
告
１
件
、
議
案
10
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
同
意
、
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
議
員

提
出
議
案
１
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
＝
人
権
擁
護
委
員
の
櫻
井
博

さ
ん
（
松
沼
町
）
の
任
期
が
、

本
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

推
薦
し
た
い
と
し
て
、
人
権
擁

護
委
員
法
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
に
対
し
意
見
を
求
め
ら
れ
た

も
の
で
、
推
薦
に
つ
き
全
員
一

致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
＝
教
育
委
員
会
委
員
の

谷
田
川
敏
幸
さ
ん
（
台
宿
町
）

の
任
期
が
、
本
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
任
命
し
た
い
と
し
て
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ

た
も
の
で
、
全
員
一
致
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

▽
館
林
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
＝
人
事
院
規
則
（
職

員
の
育
児
休
業
等
）
の
一
部
改

正
に
伴
い
、「
育
児
休
業
の
再
度

の
取
得
が
で
き
る
特
別
な
事
情
」

及
び
「
育
児
休
業
期
間
の
再
度

の
延
長
が
で
き
る
特
別
の
事
情
」

に
、
待
機
児
童
を
要
件
に
加
え

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
＝
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令
」
の
施
行
及
び
「
地
域
の
自

主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
（
第
７
次
地
方
分
権
一
括

法
）」
に
よ
る
「
就
学
前
の
子

ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等

の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
に
係
る
支
給
認
定
証

の
任
意
交
付
化
に
伴
う
受
給
資

格
等
の
確
認
手
続
の
見
直
し
等

を
行
う
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

災
者
支
援
金
の
支
給
及
び
復
旧

に
要
す
る
資
金
と
し
て
救
援
資

金
の
貸
付
け
を
行
う
た
め
に
制

定
し
た
も
の
で
、
被
災
者
支
援

金
の
支
給
事
務
は
平
成
23
年
４

月
に
、
救
援
資
金
の
貸
付
事
務

は
本
年
２
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
完

了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例

を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案

▽
市
道
３
３
６
４
号
線
の
路
線

認
定
に
つ
い
て
＝
民
間
の
開
発

行
為
に
よ
り
加
法
師
町
地
内
に

新
設
さ
れ
た
路
線
を
認
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
岡
野
幹
線
排
水
路
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
＝

東
武
鉄
道
佐
野
線
の
南
北
に
お

け
る
岡
野
町
付
近
の
排
水
問
題

の
解
消
及
び
群
馬
県
施
行
の
都

市
計
画
道
路
３
・
４
・
７
西
部

一
号
線
立
体
交
差
ア
ン
ダ
ー
部

の
ポ
ン
プ
排
水
の
受
入
れ
の
た

め
に
、
幹
線
排
水
路
整
備
工
事

（
内
径
２
ｍ
×
高
さ
１
ｍ
及
び

１
・
８
ｍ
×
１
ｍ
の
扁
平
断
面

の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
水

路
を
、
１
７
３
・
１
ｍ
整
備
）

▽
館
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
＝
介
護
保
険

法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
と
し
て
は
、
保
健
師
、

社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援

専
門
員
の
三
職
種
が
配
置
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て
は
、

５
年
ご
と
の
更
新
研
修
が
導
入

さ
れ
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員

研
修
の
修
了
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
を
超
え
な
い
期
間
ご

と
に
主
任
介
護
支
援
専
門
員
更

新
研
修
を
修
了
し
て
い
る
者
に

限
る
、
と
い
っ
た
主
任
介
護
支

援
専
門
員
の
定
義
を
明
確
化
す

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
廃
止

▽
館
林
市
７
・
27
竜
巻
被
災
者

支
援
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
＝

本
条
例
は
、
平
成
21
年
７
月
27

日
に
発
生
し
た
竜
巻
の
被
災
者

の
生
活
再
建
支
援
と
し
て
、
住

宅
等
改
修
費
の
助
成
を
す
る
被


